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東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
は
、
中
小
企
業
組
合
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
実
態
及
び

取
組
状
況
等
を
把
握
し
、
効
果

的
な
支
援
を
行
う
際
の
基
礎
資

料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
中

小
企
業
組
合
デ
ジ
タ
ル
化
実
態

調
査
」
を
こ
の
ほ
ど
実
施
し
た 

の
で
、
今
回
は
そ
の
概
要
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
た
。 

 

■
組
合
事
務
局
が
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
う
え
で
重
視
す

る
目
的
に
つ
い
て 

回

答

の

あ

っ

た

９

２

１

組

合
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
位
３

項

目

ま

で

の

複

数

回

答

で

、

「
業
務
の
効
率
化
」
が
８
４
０ 

組
合(

９
１
．
２
％)

で
最
も
多

く
、
次
い
で
、
「
経
費
の
削
減
」

が
３
６
０
組
合(

３
９
．
１
％)

、

「
情
報
収
集
能
力
強
化
」
が
３

０
７
組
合(

３
３
．
３
％)

等
と

な
っ
た
。 

■
組
合
事
務
局
が
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
う
え
で
の
課
題

に
つ
い
て 

上

位

３

項

目

ま

で

の

複

数

回
答
で
、
「
専
門
知
識
を
持
つ

人
材
の
確
保
」
が
５
８
１
組
合

(

６
４
．
２
％)

で
最
も
多
く
、

次
い
で
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
応
へ
の
不
安
」
が
４
４
６

組

合(

４

９

．

３

％)

、
「

導

入
・
維
持
管
理
資
金
の
不
足
」

が
３
３
７
組
合(

３
７
．
２
％)

 

等
と
な
っ
た
。 

「
専
門
知
識
を
持
つ
人
材
の
確

保
」
と
回
答
し
た
組
合
が
６
割

を
超
え
る
結
果
と
な
り
、
デ
ジ 

タ
ル
化
の
推
進
を
妨
げ
て
い
る

要
因
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
人
材
が

い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て 

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

■
組
合
事
務
局
が
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
う
え
で
必
要
な

支
援
に
つ
い
て 

上

位

３

項

目

ま

で

の

複

数

回
答
で
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
関

す
る
情
報
の
提
供
」
が
４
６
０

組
合(

５
３
．
２
％)

で
最
も
多

く
、
次
い
で
、
「
国
等
の
情
報

機
器
導
入
に
対
す
る
補
助
金
」

が
４
０
１
組
合(

４
６
．
４
％)

、

「
講
習
会
等
に
よ
る
知
識
習
得

に
関
す
る
支
援
」
が
３
６
３
組

合(

４
２
．
０
％)

 

等
と
な
っ

た
。 

 

■
組
合
事
務
局
が
実
施
し
て

い
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

に
つ
い
て 

 

複
数
回
答
で
、
「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
」
が

７
７
５ 

組
合(

８
６
．
４
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
パ

ス
ワ
ー
ド
の
設
定
・
ロ
グ
管
理
」

が
５
３
４
組
合(

５
９
．
５
％)

、

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
の
導

入
」
が
３
０
２
組
合(

３
３
．

７
％)

等
と
な
っ
た
。 

「
そ
の
他
」
と
し
て
、
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
険
へ
の

加
入
」
と
の
回
答
が
複
数
あ
っ

た
。 

 

■
組
合
事
務
局
が
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
す
る
う
え
で

の
課
題
に
つ
い
て 

上

位

３

項

目

ま

で

の

複

数

回
答
で
、
「
専
門
知
識
を
持
つ

人
材
の
確
保
」
が
５
０
６ 

組

合(
５
７
．
２
％)

で
最
も
多
く
、

次

い

で

、
「

サ

イ

バ

ー

攻

撃

（
情
報
漏
洩
等
）
へ
の
対
応
」

が

４

５

５

 

組

合

(

５

１

．

４
％)

、
「
導
入
・
維
持
管
理
資

金
の

不

足

」

が

３
３

７

組

合

(

３
８
．
１
％)

 

等
と
な
っ
た
。 

 

■
組
合
の
Ｗ
ｅ
ｂ 

会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
の
会
議
等

の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

「
実
施
し
て
い
る
」
が
４
７
１

組
合(

５
１
．
４
％)

、
「
実
施

し
て
い
な
い
」
が
４
４
６
組
合

(

４
８
．
６
％)

と
な
っ
た
。 

上
記
結
果
を
業
種
別
に
み
る
と
、

「
製

造

業

」

が

最

も

高

く

、

「
複
数
業
種
」
、
「
サ
ー
ビ
ス 

業
」
と
続
く
結
果
と
な
っ
た
。 

  

■
組
合
の
Ｗ
ｅ
ｂ 

会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
る
内
容

に
つ
い
て 

複
数
回
答
で
、
「
理
事
会
」

が
３
０
８
組
合(

６
５
．
４
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
委

員
会
・
部
会
」
が
２
１
５ 

組

合(

４
５
．
６
％)

、
「
組
合
員

と
の
打
合
せ
」
が
１
６
０ 

組

合(

３
４
．
０
％)

等
と
な
っ
た
。

「
そ
の
他
」
と
し
て
、
「
行
政

庁
等
と
の
会
議
」
や
「
採
用
面

接
」
、
「
技
能
実
習
生
と
の
面 

談
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。 

 

■
Ｗ
ｅ
ｂ 

会
議
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
の
会
議
等
を
実
施

し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て 
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「 組合デジタル化実態調査 」 

推進する目的は「業務の効率化」が 

９割、次いで「経費の削減」４割 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


Ｗ
ｅ
ｂ 

会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
会
議
等
を
実
施
し
て

い
な
い
組
合
の
う
ち
、
回
答
の

あ
っ
た
４
４
０
組
合
に
つ
い
て

み
る
と
、
上
位
３
項
目
ま
で
の

複
数
回
答
で
、
「
組
合
・
組
合

員
に
お
け
る
機
材
や
通
信
環
境

の
不
備
」
が
２
６
４
組
合(

６

０
．
０
％)

で
最
も
多
く
、
次

い
で
、
「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」

が
２
３
８
組
合(

５
４
．
１
％)
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

り
に
く
い
」
が
１
４
２ 

組
合

(

３
２
．
３
％)

等
と
な
っ
た
。 

「
組
合
・
組
合
員
に
お
け
る
機

材
や
通
信
環
境
の
不
備
」
と
回

答
し
た
組
合
が
６
割
と
な
っ
て 

お
り
、
機
材
や
通
信
環
境
等
情

報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。 

 

■
組
合
事
務
局
に
お
け
る
テ

レ
ワ
ー
ク
の
導
入
状
況
に
つ
い

て 

「

導

入

予

定

な

し

」

が

５

７
４
組
合(

６
２
．
５
％)

で
最

も
多
く
、
次
い
で
、
「
導
入
し

て
い
る
」
が
３
２
１
組
合(

３

４
．
９
％)

、
「
導
入
を
予
定
し

て
い
る
」
が
２
４
組
合(

２
．

６
％)

の
順
と
な
っ
た
。
業
種

別
に
み
る
と
、
「
複
数
業
種
」

が
最
も

高
く

、
「

建
設

業
」
、

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
続
く
結
果

と
な
っ
た
。 

 

■
組
合
事
務
局
に
お
け
る
テ

レ
ワ
ー
ク
の
現
在
の
実
施
状
況

に
つ
い
て 

テ

レ

ワ

ー

ク

を

導

入

し

て

い
る
組
合
の
う
ち
、
回
答
の
あ

っ
た
３
１
８
組
合
に
つ
い
て
み

る
と
、
「
実
施
し
て
い
る
」
が

１
８
７
組
合(

５
８
．
８
％)

で

最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
実
施

し
た
こ
と
は
あ
る
が
現
在
は
実

施
し
て
い
な
い
」
が
１
１
４
組

合(
３
５
．
８
％)

、
「
実
施
し

た
こ
と
が
な
い
」
が
１
７
組
合

(

５
．
３
％)
の
順
と
な
っ
た
。 

 
 

 

■
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た

こ
と
が
な
い
理
由
に
つ
い
て 

テ

レ

ワ

ー

ク

を

実

施

し

た

こ
と
が
な
い
組
合
の
う
ち
、
回 

答
の
あ
っ
た
１
６
組
合
に
つ
い

て
み
る
と
、
上
位
３
項
目
ま
で

の
複
数
回
答
で
、
「
業
務
内
容

が
テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
じ
ま
な
い
」

が
８
組
合(

５
０
．
０
％)

で
最

も
多
く
、
次
い
で
、
「
情
報
機

器
等
の
追
加
購
入
費
用
が
か
か

る
」
、
「
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

不
十
分
」
が
そ
れ
ぞ
れ
６
組
合

(

３
７
．
５
％)

 

等
と
な
っ
た
。 

 

■
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
状
況
に
つ
い
て 

「

開

設

し

て

い

る

」

が

５

９
５
組
合(

６
３
．
７
％)

で
最

も
多
く
、
次
い
で
、
「
開
設
し

て

い

な

い

」

が

３

１

５

組

合

(

３
３
．
７
％)

、
「
開
設
を
検

討

し

て

い

る

」

が

２

４

組

合

(

２
．
６
％)

の
順
と
な
っ
た
。 

 

■
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
頻
度
に
つ
い
て 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

開

設

し

て
い
る
組
合
の
う
ち
、
回
答
の

あ
っ
た
５
９
３ 

組
合
に
つ
い

て
み
る
と
、
「
不
定
期
」
が
３

５
２
組
合(

５
９
．
４
％)

で
最

も
多
く
、
次
い
で
、
「
１
ヶ
月

毎

」

が

８

８

組

合(

１

４

．

８
％)

、
「
更
新
し
て
い
な
い
」

が
５
０ 

組
合(

８
．
４
％)

 

等

と
な
っ
た
。 

 

■
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主

な
更
新
担
当
者
に
つ
い
て 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

開

設

し

て
い
る
組
合
の
う
ち
、
回
答
の

あ
っ
た
５
９
２
組
合
に
つ
い
て

み
る
と
、
「
組
合
事
務
局
職
員
」

が
３
０
０
組
合(
５
０
．
７
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
専

門
業
者
」
が
１
６
８
組
合(

２

８
．
４
％)

、
「
組
合
役
員
」
が

６

９

組

合(

１

１

．

７

％)
、

「
組
合
員
」
が
３
８
組
合(

６
．

４

％)

、
「

そ

の

他

」

が

１

７ 

組
合(

２
．
９
％)

 

の
順
と
な

っ
た
。 

■
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

開

設

し

て
い
る
組
合
の
う
ち
、
回
答
の

あ
っ
た
５
９
２
組
合
に
つ
い
て

み
る
と
、
「
考
え
て
い
な
い
」

が
３
３
７
組
合(

５
６
．
９
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
検

討
中
」
が
１
７
７ 

組
合(

２
９
．

９
％)

、
「
現
在
作
業
中
」
が
４

９
組
合(

８
．
３
％)

、
「
そ
の

他
」
が
２
９
組
合(

４
．
９
％)

の
順
と
な
っ
た
。 

「
そ
の
他
」
と
し
て
、
「
近
年

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
」

と
の
回
答
が
多
く
を
占
め
た
。 

■
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

開

設

し

て
い
な
い
組
合
の
う
ち
、
回
答

の
あ
っ
た
３
１
５ 

組
合
に
つ

い
て
み
る
と
、
「
必
要
な
い
」

が
２
１
２
組
合(

６
７
．
３
％)

 

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
開

設
・
維
持
管
理
資
金
の
不
足
」

が
４
２ 

組
合(

１
３
．
３
％)

、

「
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」
が
三
五 

組
合(

１
１
．
１
％)

等
と
な
っ

た
。 同

調

査

結

果

の

全

文

は

左

記
に
ア
ク
セ
ス
。 

 t
o

k
y

o
c
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u
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三

年

以

上

に

わ

た

る

新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
、
よ
う

や
く
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
と
い
う 
新
し
い
日

常
へ
と
進
み
始
め
た
が
、
依
然
、

高
齢
者
の
感
染
リ
ス
ク
な
ど
へ

の

配

慮

も

不

可

欠

で

あ

り

、 

引
き
続
き
厳
格
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
と
い
う
未
知
の
環
境
の
中

で
過
ご
し
た
こ
の
期
間
は
、
時

代
の
大
き
な
転
換
期
に
な
っ
た

と
言
え
る
。 

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

、

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ 

と
い
っ
た

こ
と
を
重
視
し
た
企
業
経
営
や  

   

 

事
業
活
動
が
今
、
ま
す 

ま
す

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
社

の
掲
げ
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 

二
〇
三
〇 

(

Ｌ
Ｓ
Ｖ 

二
〇
三
〇)

」
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
重
点
テ
ー
マ
を 

設
定
し
、

全
社
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
を
推

進
し
て
い
る
。 

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

実

現

の

た

め
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
る 

第
一
段
階
の 

三
か
年
計
画

「
Ｌ
Ｓ
Ｖ 

二
〇
三
〇 

－ 
Ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ 

一
」
は
、
そ
の
二
年

目
と
な
る
前
年
度
に
お
い
て
原

燃
料
価
格
や
物
流
費
、
副
資
材

費
な
ど
の
高
騰
、
Ｐ
Ｃ 

や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
需
要
減
少
と

い
っ
た
こ
と
の
影
響
で
、
業
績

的
に
は
非
常
に
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。 

い

か

な

る

厳

し

い

環

境

の

中
で
も
利
益
を
創
出
で
き
る
強

靭
な
経
営
基
盤
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
Ｄ
Ｘ 

を
駆
使
し
た

業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
が
必
要
と

な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
急
速

に

進

む

中

で

生

活

し

て

き

た 

各
人
の
経
験
も
生
か
し
て
、
社 

内
に
新
し
い
風
を
起
こ
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
芽
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
で
、
自
分
の
意
見
を
積

極
的
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。 

 
 

こ
れ
か
ら
は“

想
定
外”

を
極

力
な
く
す
た
め
に
、
事
前
に
備

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
瞬
間
、
瞬
間 

で
起
こ
る
事

象
に
対
し
て
、
会
社
と
し
て
組

織
的
に
、
迅
速
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ

の
た
め
に
も
、
社
内
関
係
者
と

の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
お
互
い
に
風
通
し

の
良
い 

関
係
を
築
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 令

和
五
年
四
月
三
日
本
社 

採
用
人
数 

本
社
採
用 

三
七 

人

(

本
社
入
社
式
に
出
席)

、
工
場

採
用 

四
七 
人 

計 

八
四
人 

  

王
子
タ
ッ
ク 

 
 

新
社
長
に
開
原
学
氏
が 

王

子

タ

ッ

ク

は

こ

の

ほ

ど

代
表
取
締
役
社
長
の
影
山
高
介

氏
が
退
任
し
、
新
し
い
代
表
取

締
役
社
長
に
開
原
学
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。 

 

組
合
員
名
簿
を
作
成 

二
〇
二
三
、
二
〇
二
四
年
版 

 

組

合

で

は

七

月

に

「

二

〇

二
三
、
二
〇
二
四
年
版
組
合
員

名
簿
」
を
作
成
い
た
し
ま
す
の

で
、
顔
写
真
や
住
所
変
更
、
代

表
者
変
更
等
々
あ
る
方
は
、
組

合
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

メ
ー
ル 

t
lp

a
_

1
9

6
6

@
k

a
2

.s
o

-

n
e

t
.n

e
.jp

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

五
八
二
一
・
六
四
四

三 

  

 

  

  

  

   

       

              

 

               

  

 

リ
ン
テ
ッ
ク
入
社
式
で
服
部
社
長 

新
し
い
風
起
こ
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
を 

第５７回通常総会「上野東天紅」 

総会への出席は組合員の  

義務ではなく権利です !  

５月２６日(金)午後４：3０ 
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第
七
章
産
声
を
上
げ
た
時
か

ら 

そ
の
二 

赤

ん

坊

の

腸

の

「

苗

床

」

で
正
し
い
細
菌
種
を
栄
え
さ
せ

る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
オ
リ

ゴ
糖
を
食
種
源
と
し
て
出
る
の

が
短
鎖
脂
肪
酸
。
そ
の
時
の
乳

酸
塩(

乳
酸)

が
放
出
さ
れ
る
大

腸
の
細
胞
に
吸
収
さ
れ
、
赤
ん

坊
の
免
疫
系
の
発
達
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
。 

大

人

に

食

物

繊

維

が

必

要

な
よ
う
に
、
赤
ん
坊
に
は
母
乳

に
含
ま
れ
る
オ
リ
ゴ
糖
が
必
要

な
の
だ
。
オ
リ
ゴ
糖
は
混
乱
し

た
腸
内
環
境
を
平
常
に
戻
す
働

き
を
し
て
い
る
。 

母

乳

の

成

分

は

成

長

段

階

に
応
じ
て
変
わ
る
。
出
産
直
後

に
出
る
初
乳
は
免
疫
細
胞
と
抗

体
に
富
ん
で
い
る
。
オ
リ
ゴ
糖

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い
る
。
数

週
間
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
―

タ
が
安
定
し
て
く
る
と
オ
リ
ゴ

糖
は
減
っ
て
い
く
。
乳
房
組
織

に
い
る
細
菌
は
膣
や
腸
に
い
る

乳
酸
菌
だ
っ
た
。 

      

こ

れ

ら

の

微

生

物

は

、

大

腸
か
ら
乳
房
へ
と
移
動
し
て
い

た
。
樹
状
細
胞
と
呼
ば
れ
る
免

疫
細
胞
の
中
に
入
っ
て
移
動
し

て
い
た
。
免
疫
系
は
悪
い
微
生

物
を
追
い
出
す
だ
け
で
な
く
い

い
微
生
物
を
新
生
児
に
引
き
渡

す
手
伝
い
を
し
て
い
る
ら
し
い
。 

出

産

し

て

数

か

月

た

っ

た

母
乳
は
成
人
の
口
内
に
い
る
と

同
じ
微
生
物
が
入
っ
て
い
る
。

赤
ん
坊
の
離
乳
に
備
え
て
の
事

だ
ろ
う
。
出
産
方
式
に
よ
っ
て

母
乳
の
含
ま
れ
る
微
生
物
が
変

わ
る
。
帝
王
切
開
で
出
産
し
た

女
性
の
母
乳
は
経
膣
出
産
し
た

女
性
の
初
乳
と
か
な
り
違
う
。

そ
の
違
い
は
六
か
月
続
く
。 

し

か

し

、

陣

痛

が

来

た

後

の
帝
王
切
開
で
は
経
膣
出
産
し

た
女
性
の
初
乳
に
似
て
い
る
。

陣
痛
中
に
強
力
な
ホ
ル
モ
ン
が

た
く
さ
ん
出
て
微
生
物
を
腸
か

ら
乳
房
に
移
動
さ
せ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
帝
王
切
開
の
赤
ん
坊

に
と
っ
て
は
二
重
の
不
利
益
と

な
る
。
産
道
で
必
要
な
微
生
物

を
得
ら
れ
な
い
上
に
母
乳
に
よ

る
追
加
の
微
生
物
も
得
ら
れ
な

い
。 粉

ミ

ル

ク

で

育

つ

赤

ん

坊

は
皮
膚
炎
と
喘
息
を
発
症
し
や

す
い
。
免
疫
系
の
癌
で
あ
る
小

児
白
血
病
に
な
る
リ
ス
ク
も
高

い
。
一
型
糖
尿
病
、
虫
垂
炎
、

多
発
性
硬
化
症
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、
過

体
重
に
も
な
り
や
す
い
。 

大

人

に

な

っ

て

か

ら

六

〇
％
も
多
く
糖
尿
病
を
発
症
す

る
。
粉
ミ
ル
ク
育
児
の
不
利
益

の
多
く
は
二
一
世
紀
病
と
関
連

す
る
。
母
乳
育
児
を
し
な
い
と

ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
は
考

え
も
し
な
い
と
い
う
事
だ
。 

自

分

の

赤

ん

坊

を

ど

う

育

て
る
か
は
選
ぶ
権
利
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
ど
ん
な
結

果
を
も
た
ら
し
う
る
か
と
い
う

情
報
も
得
た
う
え
で
選
ぶ
べ
き

で
あ
る
。 

人

生

の

最

初

の

三

年

間

腸

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
は
と
て

も
不
安
定
で
あ
る
。
成
長
す
る

に
し
た
が
っ
て
子
供
の
腸
の
細

菌
は
、
母
親
の
膣
細
菌
か
ら
腸

細
菌
に
似
て
く
る
「
こ
の
親
に

し
て
こ
の
子
あ
り
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
通
り
で
あ
る
。 

腸

の

マ

イ

ク

ロ

バ

イ

オ

ー

タ
は
、
食
生
活
、
ホ
ル
モ
ン
、

外
国
旅
行
、
抗
生
物
質
に
よ
る

治
療
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
う

け
る
も
の
の
、
成
人
に
な
っ
て

は
お
お
む
ね
安
定
す
る
。
た
だ

し
、
高
齢
に
な
る
と
健
康
状
態

の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
ヒ
ト
の

細
胞
部
分
が
老
化
す
る
と
微
生

物
も
老
化
す
る
。 

高

齢

者

に

多

い

「

炎

症

持

続
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
は
、
健

康
状
態
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
炎
症
持
続
は
腸
の
マ
イ

ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
の
組
成
比
と

無
関
係
で
は
な
い
。
老
齢
期
に

お
け
る
微
生
物
の
組
成
比
を
決

め
る
の
に
食
生
活
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。 

高

齢

者

の

腸

内

細

菌

を

改

善
す
る
こ
と
で
健
康
維
持
と
長

寿
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
産
声
を
上
げ
た
時
か
ら
息

絶
え
る
ま
で
常
に
微
生
物
と
と

も
に
生
き
て
い
る
。 

自
然
出
産
と
完
全
母
乳
育
児
の

重
要
性
と
そ
の
結
果
を
認
識
し

て
い
れ
ば
、
私
た
ち
自
身
と
子

供
が
健
康
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る

よ
う
主
体
的
に
物
事
を
選
択
で

き
来
る
よ
う
に
な
る
。 

   

                                 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

⒕) 

 
「
乳
児
に
は
母
乳
に
含
ま
れ
る
オ
リ
ゴ
糖
必
要
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



 

■
死
因
ト
ッ
プ
は
心
臓
病 

  
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

が
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
一
九
年

の
二
〇
年
間
の
「
世
界
の
死
因

ト
ッ
プ
１
０
」
を
発
表
し
た
。

２
０
１
９
年
に
死
亡
し
た
五
五

四
〇
万
人
の
う
ち
五
五
％
が
、

下
記
の
一
位
～
一
〇
位
の
い
ず

れ
か
の
疾
患
に
よ
り
命
を
落
と 

               

し
て
い
る
と
い
う
。 

 

一
位
は
「
虚
血
性
心
疾
患
」
、

二
位
は
「
脳
卒
中
」
、
三
位
は

「
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患(

Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ)

」
、
四
位
は
「
下
気
道
感

染
症
」
、
五
位
は
「
新
生
児
疾

患
」
、
六
位
は
「
気
管
が
ん
・

気
管
支
が
ん
・
肺
が
ん
」
、
七

位

は

「

認

知

症

」
、

八

位

は

「
下
痢
症
」
、
九
位
は
「
糖
尿

病
」
、
一
〇
位
は
「
腎
臓
病
」

と
な
っ
て
い
る
。 

■
糖
尿
病
、
認
知
症
も
上
位 

 

死
因
一
位
は
、
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
な
ど
、
心
筋
に
血
液
が

十
分
に
い
き
わ
た
ら
な
く
な
る

こ
と
で
生
じ
る
疾
患
の
総
称
で

あ
る
「
虚
血
性
心
疾
患
」
だ
。 

 

虚
血
性
心
疾
患
に
よ
る
死
亡

者
は
こ
の
二
〇
年
で
二
〇
〇
万

人
以
上
増
加
し
て
、
二
〇
一
九

年
に
は
八
九
〇
万
人
に
達
し
た
。

二
〇
一
九
年
に
亡
く
な
っ
た
人

の
う
ち
一
六
％
が
虚
血
性
心
疾

患
が
原
因
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
二
位
の
「
脳
卒
中
」

で
は
約
六
〇
〇
万
人
が
命
を
落

と
し
て
い
る
。 

 

糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
は
二
〇

〇
〇
年
～
二
〇
一
九
年
に
世
界

で
七
〇
％
増
加
し
、
男
性
の
死

亡
は
八
〇
％
増
加
し
た
。
と
く

に
地
中
海
東
岸
で
は
高
齢
化
の

影
響
で
、
糖
尿
病
に
よ
る
死
亡

は
二
倍
以
上
と
急
速
に
増
加
し

て
い
る
と
い
う
。 

 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の

認
知
症
も
世
界
の
死
因
の
ト
ッ

プ
一
〇
に
入
っ
て
お
り
、
二
〇

一
九
年
に
は
米
国
や
欧
州
で
三

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。
と
く
に

女
性
は
影
響
を
受
け
や
す
く
、

世
界
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な

ど
の
認
知
症
で
亡
く
な
っ
た
人

の
六
五
％
は
女
性
だ
と
い
う
。 

  

二
型
糖
尿
病
、
が
ん
・
糖
尿

病
・
循
環
器
疾
患
・
呼
吸
器
疾

患
な
ど
の
非
感
染
性
疾
病(

Ｎ

Ｃ
Ｄ)

が
世
界
的
に
増
え
て
お

り
、
世
界
の
全
死
因
の
七
〇%

以
上
が
Ｎ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
も
の
だ
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
に
よ
り
三
〇
〜
六
九
歳

で
死
亡
す
る
人
の
数
は
一
五
〇

〇
万
人
に
上
る
。 

 

Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
五
つ
の
主
要
な
リ

ス

ク

要

因

は

、(

１)

喫

煙

、

(

２)

運
動
不
足
、(

３)

ア
ル
コ

ー
ル
、(

４)

不
健
康
な
食
事
、

(

５)

大
気
汚
染―

―

こ
れ
ら
は
、

個
人
が
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
こ
と
で
、
す
べ
て
改
善
が
可

能
な
も
の
だ
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
指
摘
し

て
い
る
。 

 

■
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し 

 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
肥
満
や
メ
タ
ボ
、

二
型
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど
を
予

防
す
る
た
め
の
左
記
の
「
五
つ

の
食
事
の
ヒ
ン
ト
」
を
二
〇
二

〇
年
に
公
表
し
ま
し
た
。 

 
▼

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

(

穀
類
や
野
菜
、
大
豆
、
豆
類
、

動
物
性
食
品
、
植
物
性
食
品
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
と
り
混
ぜ
て
食

べ
る
、
精
製
さ
れ
て
い
な
い
穀

類
を
摂
る
、
高
カ
ロ
リ
ー
の
ス

ナ
ッ
ク
や
間
食
を
摂
ら
な
い)

 

▼

食
塩
を
減
ら
す(

加
工
食
品

を
利
用
す
る
と
き
は
、
栄
養
表

示
を
よ
く
見
て
、
食
塩
の
多
い

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
を
避
け
る)

 

▼

脂
肪
の
摂
り
方
に
注
意
す
る

(

飽
和
脂
肪
酸
と
不
飽
和
脂
肪

酸
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
、
魚

を
食
べ
る
、
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸

は
摂
ら
な
い)

 

▼

糖
質
を
摂
り
過
ぎ
な
い(

加

工
食
品
や
清
涼
飲
料
を
利
用
す

る
と
き
は
栄
養
表
示
を
よ
く
見

る)
 

▼

ア
ル
コ
ー
ル
に
注
意(

ア
ル

コ
ー
ル
は
、
ち
ょ
っ
と
飲
み
過

ぎ
た
だ
け
で
リ
ス
ク
が
上
昇
す

る)
 

 

二

〇

二

〇

年

に

公

表

し

た

「
運
動
・
身
体
活
動
と
座
り
が

ち
な
行
動
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
子
供
・

若
者
・
成
人
・
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
推
奨
さ

れ
る
運
動
量(

頻
度
、
強
度
、

時
間)

を
示
し
、
妊
娠
中
・
産

後
の
女
性
、
糖
尿
病
な
ど
の
慢

性
疾
患
の
あ
る
人
に
向
け
て
も
、

運
動
の
目
安
を
示
し
た
。 

【
参
考
資
料
】 

 T
o

k
u

t
e

ik
e

n
s

h
in

-

h
o

k
e

n
s

id
o

u
.jp

 

                               

  

No175 健康がいちばん !   

世界の死因トップは「心臓病」 

糖尿病、認知症も上位ランク 

https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2021/009672.php
https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2021/009672.php


    

コ

ニ

カ

ミ

ノ

ル

タ

ジ

ャ

パ

ン(

東
京
都
港
区
芝
浦
一
の
一 

 
 

 
 

の
一
浜
松
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ)

は
こ
の
ほ
ど
電
子
写
真
方
式
の

デ

ジ

タ

ル

ラ

ベ

ル

印

刷

機

「A
c

c
u

r
io

L
a

b
e

l4
0

0

」

の

販
売
を
開
始
し
た
。
同
機
は
高 

 
 

品
質
な
画
像
（3

,6
0

0
d

p
i

相

当

2
,4

0
0

 

d
p

i

）

で

オ

フ

セ

ッ

ト

印

刷

と

同

等

レ

ベ

ル

の

高

精

細

性

な

仕

上

が

り

品

質

を

再

現

す

る

。

自

動

品

質

最

適

化

ユ

ニ

ッ

ト

「

IQ
5

2
0

」 

    

    

を
導
入
す
る
こ
と
で
連
続
印
刷

中
に
お
け
る
僅
か
な
色
変
化
や

版
ず
れ
を
計
測
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
フ
ィ  

 5
2

0
 

 

    

―
ド
バ
ッ
ク
し
て
常
に
安
定
し

た
印
刷
品
質
を
保
ち
ま
す
。 

ま

た

、

従

来

、

色

合

わ

せ

時
に
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
キ

ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
濃
度
調

整
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
作
成
も
自

動
化
さ
れ
、
高
品
質
な
印
刷
物

を
作
成
す
る
た
め
に
要
す
る
作

業
時
間
が
大
幅
に
削
減
で
き
る
。 

 

さ
ら
に
ジ
ョ
ブ
に
対
す
る
連

続
印
刷
長
が

3
,0

0
0

m

に
拡
大

し
た
こ
と
、
巻
き
出
し
巻
き
取

り
側
と
も
最
大

8
0

0
m

m

（φ

）

の
ロ
ー
ル
装
着
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
、
大
容
量
ト
ナ
ー
ボ
ト

ル
の
採
用
で
ト
ナ
ー
交
換
頻
度

を
大
幅
に
低
減
し
た
こ
と
で
ロ

ン
グ
ラ
ン
印
刷
へ
の
対
応
が
実

現
し
ま
す
。 

こ

の

他

に

も

白

色

ト

ナ

ー

を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
用
意
す

る
な
ど
多
様
な
プ
リ
ン
ト
ジ
ョ

ブ
に
対
応
し
て
い
る
。 

主
な
仕
様
は
次
の
通
り 

形
式 

ド
ラ
イ
ト
ナ
ー
電
子

写
真
方
式 

ト
ナ
ー  

C
M

Y
K

、

ホ
ワ
イ
ト
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
解

像

度

3
,6

0
0

d
p

i

相

当

×
2

,4
0

0
d

p
i

諧
調/

表
現
色 

    

2
5

6
 

諧

調

（

8
 

b
it

）
、

1
6

,7
0

0
,0

0
0

色 

用
紙
幅  

2
5

0
 

～ 3
3

0
m

m

最
大
印
字 

幅 3
2

0
m

m

紙
厚
（
坪
量
） 

 9
6

 

～

 
2

7
0

µ
m

（

8
1

 

～ 

2
5

6
g

/m
²

）

対

応

メ

デ

ィ

ア 

紙
、P

P

、P
E

T

（
タ
ッ
ク/

ノ

ン
タ
ッ
ク
紙
、
含
む
テ
ク
ス
チ 

ャ
ー
紙
、
フ
ィ
ル
ム
他
）
印
刷

速
度 

3
9

.9
 

m
/

分
（C

M
Y

K

印

刷

時

）
、

2
0

 
m

/

分

（

C
M

Y
K

+
W

印

刷

時

）
、 

3
4

.2
m

/

分

、

3
0

m
/

分

、

1
5

m
/

分
（
メ
デ
ィ
ア
種
に
よ

り
、
自
動
又
は
手
動
選
択
）
本

体

寸

法

（

幅

×

奥

×

高

さ

）

7
,3

0
0

×
1

,2
0

0
×

1
,6

2
0

m
m

 

必

要

設

置

面

積

（

幅×

奥

） 

9
,7

0
0

×
3

,2
0

0
m

m

（

作

業

ス

ペ

ー

ス

含

む

）

本
体

重

量 

2
,5

0
0

k
g

 W
e

b

環
境 

統
合
型

W
e

b

ガ

イ

ド

シ

ス

テ

ム

（B
S

T

）

巻

き

出

し
、

巻

き

取
り 

最
大
ロ
ー
ル
径 

8
0

0
 

m
m

（
巻
き
出
し
／
巻
き
取
り

ロ
ー
ル
）
シ
ャ
フ
ト
径 

 
7

6
 

m
m

  

 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 

  
k

o
n

ic
a

m
in

o
lt

a
.jp

 

                                 

第
二
〇
四
回

「
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
」 

電子写真方式のデジタルラベル印刷機 

「ＡｃｃｕｒｉｏＬａｂｅｌ４００」 

自動品質最適化ユニット「IQ520」搭載 

 
 

https://www.konicaminolta.jp/business/products/graphic/label_print/color/accurio-label-400/index.html

